
風節
季

長
州
萩
は
、
吉
田
松
陰
を
は
じ
め
高
杉
晋
作
や
伊

藤
博
文
ら
を
輩
出
し
た
、
近
代
日
本
の
夜
明
け
を
告

げ
る
明
治
維
新
の
胎
動
の
地
で
あ
る
。
毛
利
藩
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
江
戸
時
代
の
城
下
町
の
面
影
を
今

も
と
ど
め
、
江
戸
末
期
の
石
畳
や
町
割
が
残
る
城
下

町
の
空
気
は
、
清
々
し
い
静
け
さ
に
包
ま
れ
て
い
る
。

春
の
澄
み
切
っ
た
日
差
し
の
も
と
、
白
壁
の
武
家
屋

敷
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
幕
末
の
志
士
た
ち
の
決
意

や
悔
恨
を
胸
に
秘
め
て
行
き
交
っ
た
光
景
が
、
目
の

前
に
現
れ
て
く
る
か
の
よ
う
だ
。

下
関
・
堺
・
長
門
な
ど
、
欧
米
列
強
と
の
最
前
線

に
位
置
す
る
海
防
の
要
地
を
抱
え
て
い
た
長
州
藩
は
、

英
仏
米
蘭
艦
隊
に
よ
る
下
関
砲
撃
事
件
（
１
８
６
４

年
）
を
契
機
に
、
幕
府
の
無
策
を
目
の
当
た
り
に
し
、

「
自
衛
の
た
め
、
自
ら
学
び
、
自
ら
守
る
」
必
要
性

を
痛
感
し
た
。
こ
の
危
機
感
が
軍
制
や
海
防
力
の
強

化
と
蘭
学
・
造
船
・
製
銃
技
術
の
導
入
を
加
速
さ
せ
、

「
国
を
斉
（
と
と
の
）
え
、
自
立
せ
よ
」
と
い
う
時

代
精
神
を
醸
成
し
て
い
っ
た
。

長
州
藩
は
ま
た
有
能
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

「
明
倫
館
」
や
「
松
下
村
塾
」
の
整
備
を
進
め
、
身

分
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
才
能
あ
る
者
を
広
く
登

用
し
た
。
松
陰
は
、
塾
生
ら
に
自
主
的
な
討
論
を
促

し
、
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
生
き
た
学

問
を
教
え
た
。
攘
夷
論
は
「
世
界
を
知
っ
て
こ
そ
、

護
国
・
富
国
強
兵
」
と
い
う
現
実
的
な
思
想
へ
と
深

化
し
、
開
国
・
洋
学
導
入
へ
と
移
行
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
地
政
学
的
危
機
感
、
教
育
革
命
と
大
胆
な
藩

政
改
革
が
、
思
想
的
に
革
新
性
の
強
い
志
士
を
生
み

出
し
、
長
州
は
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
静

か
な
佇
ま
い
の
松
下
村
塾
は
予
想
外
に
質
素
で
狭
い

造
り
で
あ
っ
た
。

尊
皇
攘
夷
の
活
動
拠
点
と
し
て
も
知
ら
れ
る
湯
田

温
泉
の
「
維
新
の
湯
」
を
訪
ね
た
。
高
杉
晋
作
、
坂

本
龍
馬
、
西
郷
隆
盛
、
伊
藤
博
文
た
ち
が
実
際
に
入

浴
し
た
歴
史
あ
る
温
泉
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

喧
騒
か
ら
離
れ
て
「
維
新
の
湯
」
に
身
を
沈
め
る
と
、

明
治
維
新
を
牽
引
し
た
志
士
た
ち
が
、
欧
米
列
強
と

の
外
交
戦
略
や
体
制
改
革
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ

た
様
子
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
歴
史
を
身
近
に
感
じ
る

貴
重
な
体
験
を
味
わ
っ
た
。

江
戸
時
代
は
、
国
内
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に

鎖
国
政
策
を

取
り
続
け
、

長
崎
貿
易
な

ど
の
国
際
貿

易
を
最
小
限

に
抑
え
、
グ

ロ

ー

バ

リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
流
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
独
自
の

発
展
を
と
げ
た
時
代
だ
っ
た
。
し
か
し
幕
末
に
欧
米

列
強
が
続
々
日
本
に
押
し
寄
せ
、
つ
い
に
開
国
と
い

う
現
実
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
欧
米
の

技
術
や
制
度
を
取
り
入
れ
て
近
代
化
へ
と
進
む
こ
と

に
な
る
。
明
治
維
新
は
、
外
国
か
ら
押
し
寄
せ
る
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
に
適
応
し
、
国
が
生
き
延
び
る

戦
略
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
現
在
は
、
保
護
主
義
政
策
を
掲
げ
る
反
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
対
立
の
象
徴

で
あ
る
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
は
世
界
を
混
乱
さ
せ
、

２
０
２
５
年
７
月
７
日
、
日
本
に
は
一
方
的
に
25
％

の
関
税
を
課
す
と
発
表
さ
れ
た
（
現
時
点
で
は
、
最

終
合
意
は
流
動
的
で
あ
る
）
。
思
う
に
、
政
府
関
係

者
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
赴
き
、
「
持
ち
帰
っ
て
検

討
し
ま
す
」
と
、
決
断
せ
ず
帰
国
す
る
日
本
の
姿
勢

は
、
ど
う
考
え
て
も
上
手
な
外
交
と
は
言
え
な
い
。

先
送
り
の
優
柔
不
断
な
交
渉
は
、
結
局
不
本
意
な
条

件
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い
。

現
代
の
外
交
は
、
も
は
や
軍
事
力
だ
け
に
依
存
す

る
も
の
で
は
な
く
、
「
情
報
・
経
済
・
ス
ピ
ー
ド
」

を
駆
使
し
て
優
位
性
を
構
築
す
る
局
面
へ
と
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報

戦
、
制
裁
や
関
税
・
投
資
や
援
助
を
通
じ
た
影
響
力

の
拡
大
が
要
で
あ
り
、
意
思
決
定
の
遅
れ
は
致
命
的

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
よ
う
な
「
即
断
・
即

決
・
即
主
張
」
の
臨
機
応
変
な
思
考
に
比
べ
る
と
、

決
断
の
遅
さ
と
責
任
が
曖
昧
な
外
交
の
手
法
は
、
日

本
の
社
会
の
空
気
と
共
通
し
て
い
る
。

今
日
の
社
会
は
、
「
今
さ
え
、
金
さ
え
、
自
分

さ
え
」
と
い
っ
た
考
え
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
幕

末
志
士
た
ち
が
命
を
か
け
て
国
家
全
体
の
未
来
を
、

大
局
か
ら
見
据
え
る
視
点
は
希
少
と
な
っ
た
。
国

民
の
声
よ
り
も
大
企
業
と
の
関
係
を
優
先
し
、
長

期
的
な
制
度
改
革
よ
り
選
挙
対
策
が
先
行
し
て
い

る
。
政
策
論
よ
り
も
利
害
調
整
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
争

い
が
前
面
に
立
つ
よ
う
な
国
が
、
明
治
維
新
の
時

の
よ
う
に
体
制
改
革
へ
の
強
い
意
志
と
行
動
力
を

持
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

萩
城
跡
指
月
公
園
に
立
ち
寄
っ
た
。
「
守
る
に
易

く
、
攻
め
る
に
難
し
」
と
評
さ
れ
る
萩
城
の
天
守
閣

跡
か
ら
指
月
山
を
望
む
広
大
な
城
内
で
、
志
士
た
ち

は
迫
る
危
機
へ
の
対
応
や
行
動
を
模
索
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
単
に
藩
の
利
益
で
は
な
く
、
日
本
全
体

の
未
来
を
考
え
、
行
動
を
訴
え
た
高
杉
晋
作
の
言
葉
、

「
盡
国
家
之
秋
在
焉
（
国
家
に
盡
す
の
と
き
な
り
）
」

は
、
歴
史
上
の
「
志
」
に
留
ま
ら
な
い
。
今
の
我
々

に
こ
そ
、
そ
の
精
神
が
問
わ
れ
て
い
る
。

長
州
路
を
ゆ
く

―
幕
末
志
士
た
ち
の
故
郷
へ
―
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